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第１回　令和７年５月１７日(土) 

なぜ｢昭和レトロ｣に心ひかれるのか 

（立正大学文学部　浅岡　隆裕　先生）

第２回　令和７年６月７日(土) 

江戸時代村の事件簿 

（立正大学史学部　栗原　健一　先生）

時間：午後１時３０分～午後３時(９０分) 

場所：野栄総合支所２階　小ホール 

(匝瑳市今泉 6474 番地) 

匝瑳市生涯学習課　生涯学習室 

〒289-3182　匝瑳市今泉 6489-1 

(生涯学習センター内) 

連絡先：0479-67-1266 

Mail: s-gakushu@city.sosa.lg.jp

―お申込み・問い合わせ先―

講演内容の詳細は 

裏面を 

ご覧ください！



 

　若年層を中心に“レトロブーム”が 2010 年から続いています。なぜ古い過去の時代の

モノ・コトが好まれているのか。ここでいう「レトロ」とは昔そのものではなく、再現したも

の、昔風の意匠・デザインや雰囲気も指します。時代も昭和から平成にかけて(もっと古

く大正時代も入ることがある)、年代を細かく問わずに、古さイメージがあるもの全般が

対象となります。 

　若年層の場合、リアルタイムでの実体験が無いも関わらず、レトロなものに接した時に

「懐かしい」「あたたかい」「味がある」と感じ、好意的な見方を持つようです。 

　人気を博している理由について、当事者としてそのように感じるメカニズムから探っ

ていきます。一部の愛好者だけではなく、インターネットを通じて社会的に広がりやすい

といった現代社会ならではの理由があると思われます。 

　また、レトロがどういった可能性を持つかについても触れていきます。

 

　残された古文書などの歴史資料をもとに、当該地域の歴史について話します。具体的

には、当時その地域で起きた事件などを取り上げます。事件には災害などの重大なもの

のもあれば、日常的な些細なものもあったでしょう。当時の事件を歴史資料を使って実

証的に復元することで、当事者の様子はもちろん、当該地域の個性なども浮彫にできる

のではないでしょうか。 

　江戸時代の当該地域について生きた人々のことを知ることで、現在の地域を考えるき

っかけ作りができればと思います。 

なぜ「昭和レトロ」に心ひかれるのか

講演内容

江戸時代村の事件簿

―お申込み先― 

匝瑳市生涯学習課　生涯学習室 

〒289-3182　匝瑳市今泉 6489-1(生涯学習センター内) 

連絡先：0479-67-1266 

Mail: s-gakushu@city.sosa.lg.jp 


